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  2014年１月14日、浜松市の小学校給食で

1,000人を超えるノロウイルス（ＧⅡ）による

食中毒が発生しました。感染源はノロウィル

スに汚染された給食用食パンでした。製パン

工場は、使い捨て手袋着用の作業はもちろん

のこと、出入り口の自動ドアの構造は手洗い

を済ませないと入室できないことなど、かなり

衛生管理が徹底している事業所でした。にも

かかわらず、なぜ、このような事件が起きたの

か原因と対策を考えてみたいと思います。

　まず、ノロウイルスの特徴をまとめますと、

①人の腸内で爆発的に増殖し、おう吐物にも

多量に排出される。下痢などの症状が出ない

健康保有者（不顕性感染者）も発症者に比べ

やや少ないが、便１gあたり１億～10億個と

大量のノロウイルスが排出される。　②10個

から100個の少量のウイルスで感染を起こす

（通常の食中毒菌は10万個以上）　③すごく

小さく手に付き易いので、石けんで丁寧に手

洗いしないと落ちにくい。　④低温では長く

生存し、乾燥すると塵（チリ）と一緒に舞い上

がり周辺を汚染する　⑤アルコール消毒は効

きにくい（次亜塩素酸系が有効）、などが挙げ

られます。

　

　過去の事例の一部を表１に示しますが、今

までに10例以上も報告されています。

　原因の多くは、①素手で作業をしていた　

②手洗いが徹底されていなかった　③従業

員の健康管理が不十分だったなど、結果的に

トイレからノロウィルスを製造区域内に持込

み、感染を広げています。

 今回の浜松市の事例では、従事者23人中４

人のノロウィルス健康保有者がいたこと、トイ

レのスリッパや検品従業員の作業着からノロ

ウイルスが検出されたことなど、トイレからの

持込みを伺わせる事実が浮き彫りになりまし

た。ここで、注意すべき点は、「健康保有者は

発病者と同程度の多量のウイルスを排出する

ため、手洗いが不十分な場合、大事故に繋が

る危険性がある」ことをご承知ください。

　学校給食施設では、ノロウィルスの初発患

者が発生すると、施設を閉鎖し検便や施設の

清掃消毒作業に取り組みます。表２には本年

冬に発生した給食施設の検査結果をまとめま

した。最初の患者が発生すると、「トイレが汚

染され⇒健康者がトイレを介して感染する可

能性」が伺われます。Ａ給食施設の場合、パン

ラックの取っ手が汚染されるなど清潔区域に

ノロウィルスが持ち込まれ、危険な状態でした

が、幸い学童発症という最悪の事態には至り

ませんでした。　

　初発患者発生時の対応は、火事と同じく初

期消火が大事です！ 　トイレを迅速に清掃消

毒し、厨房内にノロウィルスを「持ち込まない」

「拡げない」対策を講じることです。近年では、

年１回以上のノロウィルス検便を実施し、健

康保有者の確認と衛生意識のレベルアップを

図っている食品業者も増えています。検査に

あわせて「初発患者発生時の対策や健康保有

者の存在を前提とした対策マニュアルの整

備」も急がれる課題だと思われます。

　次ページに、ノロウィルスの予防対策を一

覧表にまとめましたので、今後の業務にご利

用下さい。たとえ感染者が発生しても、あるい

は健康保有者が居ても、食品の二次汚染を防

ぐシステムが機能していれば大事に至りませ

ん。調理に携わらない従業員も含め、作業者

ひとり一人が不注意をなくし、いかにコントロ

ールしていくかが問われています。

学校給食パンによる
ノロウイルス食中毒事例

初発患者の対応がカギ

浜松市学校給食事件の概要

（文責：大村　正美）

～事故の大半はトイレから。調理場内への持込みに注意！～

発生年

2003（Ｈ15）

2003（Ｈ15）

2006（Ｈ18）

発生地

文京区

札幌市

秋田県

喫食者数

1,249

1,438

1,440

患者数

314

661

366

　  原因食品

ﾊﾞﾀｰﾛｰﾙﾊﾟﾝ

ﾐﾆきなこねじりﾊﾟﾝ

食ﾊﾟﾝ・背割りﾊﾟﾝ

　　  ノロウイルス検出物

パン工場従業員

パン工場従業員  きなこ

パン工場従業員

表１　学校給食パンによるノロウイルス食中毒の代表例

パン工場従業員  食ﾊﾟﾝ  
ﾄｲﾚｽﾘｯﾊﾟ  作業着

2014（Ｈ26）浜松市 8,027 1,271 食ﾊﾟﾝ
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給食
施設

調理者等
検便数

ﾉﾛｳｲﾙｽ
陽性者数

調理室内
拭取り箇所数

同左
陽性箇所数

検出場所 患者数

Ａ 80 2 20 3
ﾊﾟﾝﾗｯｸの取っ手
食品庫の取っ手
蛇口の取っ手

0

51 6 15 0 0 0Ｂ
38 8 検査未実施 0Ｃ
50 0 検査未実施 0Ｄ

表２　初発患者発生時の学校給食施設のノロウイルス汚染状況（平成26年１月～３月）
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そのためには、
①カキなど二枚貝の喫食に注意する 
　・二枚貝の調理は十分に加熱する
　・生カキの喫食は極力控える
②家族内感染者からの２次感染に注意する 　
　特に、乳幼児の下痢便処理時の感染に注意する

①　トイレは毎日、清掃・消毒する。　
②　作業着（上・下）を脱ぎ、靴を履き替え
　　てからトイレに入る。
③　便を流す時は、便器カバーをして、小用レバー
　　でゆっくり流し、ウイルスを撒き散らさない心使い
　　が必要！
④　吐物処理は消火と同じ。初期対応が大事！
たかが手洗い、されど手洗い、しかも入念な手洗いを！

①　毎日、健康管理表でチェックする
②　初発下痢患者の対応を的確に行い、
　　感染者を拡大させない
③　発症者や健康保有者は出勤を控える
　　⇒陰性になるまで調理業務に就かない
④　年１回程度は、ノロウィルスを検査し健康
　　管理に努める
⑤　初発の患者が出ると続いて数人の無症状
　　感染者が発生する傾向にある。
　　この健康保有者による二次感染を起こさない。

★ 体調不良時に休暇を取りやすく
　する（代行者を確保する）
★「迷惑を掛けたくない」などの責任感から
　無理して出勤するのは逆に高リスク！　
　⇒　管理者は自己申告しやすい職場作りを！ 
★ 事故は多忙時に起こりやすく、事実、多忙時
　に起こっている！ 　とかく、どの職場も忙しいと
　きは、基本をないがしろにする。
　⇒これが命取りになっているケースが大半である。

ＡＤＩ

何と言って
も

トイレ対策
を重点的に

手洗いが最
大効果

事故の大半
はトイレか

らの持込み

次に取るべ
き対応は

・各自、健
康管理の徹

底を

・感染者が
出た時の対

応を

・ノロウィ
ルス検査を

定期的に

最後に
・管理者は

勤務環境の
改善努力を

ハード面も
大事だがソ

フト面にも
力を！

先ずは
自分が患者

にならない
ことです。

「衛生は、作業者ひとり一人が責任者」


